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「仁者は動かない山によろこび、智者

は流れゆく水によろこぶ」 

９
８
６
年
に
都
が

東
京
に
移
っ
て
か

ら
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
た

古
都
・
京
都
。
そ
の
産
業
の

振
興
を
図
ろ
う
と
計
画
さ
れ

た
の
が
疎
水
事
業
で
あ
っ
た
。

今
回
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
の

は
、
特
に
文
化
的
価
値
が
高

い
と
評
価
さ
れ
た
５
か
所
。

い
ず
れ
も
こ
の
疎
水
事
業
に

関
連
す
る
遺
産
だ
。 

南
禅
寺
水
路
閣
＝
写
真
下

＝
は
蹴
上
か
ら
若
王
子
に
水

路
を
通
す
に
あ
た
り
、
技
術

者
の
田
邉
朔
郎
が
地
形
や
景

観
を
考
慮
し
て
設
計
し
た
。

現
在
で
は
京
都
の
観
光
地
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、

我
々
新
聞
班
が
訪
れ
た
際
も

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。 

高
低
差
の
あ
る
琵
琶
湖
疎

水
の
建
設
に
は
、
物
資
を
積

ん
だ
船
を
高
所
ま
で
運
ぶ
イ

ン
ク
ラ
イ
ン
＝
写
真
中
央
＝

が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
。
全

長
５
８
２
㍍
、
高
低
差
は

36

㍍
あ
り
、
建
設
当
時
は

世
界
最
長
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
動
力
は
近
く
水
流
に
よ

る
発
電
で
確
保
し
て
い
た
そ

う 

だ
。
現
在
は
か
つ
て
船
を

運
ん
だ
台
車
の
線
路
が
残
っ

て
お
り
、
散
策
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。 

 

道
と
は
ト
ン
ネ
ル 

の
意
。
今
回
は
３
つ

の
隧
道
が
国
宝
と
な
っ
た
。

第
一
隧
道
＝
写
真
左
頁
上
＝

は
日
本
で
初
め
て
竪
坑
方
式

で
建
設
さ
れ
た
全
長
２
４
３

６
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
。
今
回
国

宝
に
登
録
さ
れ
た
隧
道
と
し

て
は
最
長
の
も
の
だ
。
新
聞

班
は
そ
の
入
り
口
に
訪
れ
た
。

第
二
隧
道
は
全
長
１
２
４
㍍

の
短
い
ト
ン
ネ
ル
だ
。
入
り

口
＝
写
真
左
頁
中
央
上
部
＝

に
は
「
仁
以
山
悦
智
為
水
歓
」

の
扁
額
が
あ
る
。「
仁
者
は
動

か
な
い
山
に
よ
ろ
こ
び
、
智

者
は
流
れ
ゆ
く
水
に
よ
ろ
こ

ぶ
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。

赤
レ
ン
ガ
の
城
の
よ
う
な
姿

が
印
象
的
な
第
三
隧
道
の
入

り
口
＝
写
真
右
＝
。
こ
こ
を

始
点
と
す
る
第
三
隧
道
の
全

長
は
約
８
５
０
㍍
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
疎
水
施
設
は
現

在
も
京
都
の
水
源
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

琵
琶
湖
か
ら
京
都
へ
の
水
資

源
の
供
給
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
琵
琶
湖
の
水

と
め
た
ろ
か
」

が
有
名
だ
が
、

実
際
は
滋
賀
県

に
は
水
門
を
操

作
す
る
権
限
が

な
く
、
管
理
し

て
い
る
の
は
京

都
市
で
あ
る
。

新
聞
班
が
琵
琶

湖
側
の
取
水
口

に
行
く
と
、「
駐

車
禁
止 

京
都

市
水
道
局
」
の

文
字
が
あ
っ
た

＝
写
真
左
＝
。 

ま
た
、
京
都
市
は
、
滋
賀
県

の
水
の
供
給
に
京
都
市
民
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
も
の

と
し
て
、
毎
年
滋
賀
県
に
感

謝
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
滋

賀
と
京
都
の
深
い
つ
な
が
り

が
垣
間
見
え
た
。 

 

「仁者は動かない山によろこび、智者は流れゆく水によろこぶ」 

 
今
年
８
月
国
宝
・
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
琵
琶
湖
疎
水
。 

新
聞
班
が
そ
の
歴
史

に
迫
っ
た
。 

１ 

南禅寺水路閣 

 

時
代
を
越
え 

水
を
届
け
る 

 

琵
琶
湖
疎
水
隧
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国
宝
・
第
一
～
第
三
隧
道 

隧 

▶
第
三
隧
道
入
口
の
ア
ー
チ 

◀
レ
ー
ル
と
台
車 

琵琶湖疎水【ﾄﾒﾀﾛｶ】 

「仁者は動かない山によろこび、智者は流れゆく水によろこぶ」

 

「仁者は動かない山によろこび、智者は流れゆく水によろこぶ」

 

懸けた 
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「仁者は動かない山によろこび、智者は流れゆく水によろこぶ」 

 

 

京滋の歴史伝える 疎水施設 
第
一
疎
水
取
水
口 

 

完
成
以
来
１
３
５
年
の
歴

史
を
も
つ
琵
琶
湖
疎
水
。
こ

こ
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

に
登
録
さ
れ
た
施
設
・
遺
産

を
中
心
に
、
そ
の
役
割
や
歴

史
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

琵琶湖疎水の始
点。京阪三井寺駅か

ら徒歩５分。 

第
一
隧
道
入
口 

最初のトンネルの入口。ア

ーチ上部には伊藤博文の揮

毫による「気象萬千」の扁額
がある。桜の名所として知ら
れる。 

第
二
隧
道
入
口 

 琵琶湖から離

れること約８
㌖。第二隧道は

角度によっては
ここから出口が

見えることもあ
る短いトンネル

だ。 

先
人
の
努
力
と
知
恵 

 南禅寺境内にあ
る水道橋。計画され
たときは歴史的な

寺院に近代的な建
築を建てることに
反対の声もあった
そうだ。 

南
禅
寺
水
路
閣 

田邉朔郎像 
 建設工事
の主任技術

者・田邉朔郎
の石像。 

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン 

遺
産
に
見
る 

第
三
隧
道
入
口 

ねじりまんぽ 
 蹴上インクライ

ンの下を横断する
ためのトンネル。強
度を保つためにレ

ンガがらせん状に
積まれているのが

特徴的だ。 

 山科から蹴上に抜ける第三隧道
の入口。アーチ上部の扁額は「過
雨看松色」。時雨が過ぎるといちだ

んと鮮やかな松の緑をみることが

できるという意味だそうだ。 

煉
瓦
工
場
跡 

 第一疎水の建設に必
要なレンガの製造をし
ていた工場の跡地。琵

琶湖疎水で使用された
レンガのほとんどはこ
の工場で作られていた

という。京都地下鉄東

西線の御陵駅の出口右

手にある。 

 右の写真に

あるのは物資
を載せた船を

載せて運ぶた

めの台車。こ

の台車をケー
ブルカーのよ

うに引くこと
で船を南禅寺
船溜まで運ん

だという。 でいたという。現在は線路が保存されて
おり、その上を歩くこともできる。春は

多くの観光客が桜を見に訪れる。 

古都・京都の再興 
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滋
賀
県
庁
総
合
企
画
部
国

際
課
の
ジ
エ
ゴ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ

さ
ん
と
ク
リ
ス
・
ブ
リ
ッ
キ

ー
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。 

 

多
文
化
共
生
の
一
環
と
し

て
日
本
に
来
て
実
感
す
る
の

は
や
は
り
災
害
の
多
さ
。
日

本
人
に
は
、
外
国
人
に
と
っ

て
慣
れ
な
い
災
害
か
ら
助
け

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
強

い
そ
う
だ
。 

と
こ
ろ
で
最
近
我
々
が
見

る
掲
示
板
や
何
語
で
書
か
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
語
、

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
・
・
・
。

多
く
の
言
語
を
並
べ
る
こ
と

ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば

ソ
ウ
ザ
さ
ん
の
母
語
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
だ
が
、
表
記
さ
れ

て
い
る
場
は
少
な
い
。
外
国

人
と
し
て
は
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
に
も
目
を
向
け
て
ほ

し
い
と
感
じ
て
い
る
そ
う
だ
。 

「
や
さ
し
い
日
本
語
」。
例

え
ば
「
困
難
」
と
「
難
し
い
」。

確
か
に
厳
密
に
は
意
味
が
異

な
る
が
、
外
国
人
に
「
伝
え
る
」

と
い
う
一
点
に
お
い
て
細
か

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
異
と
大

ま
か
な
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー

ジ
、
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
か
。
表
面
的
な

多
文
化
共
生
ば
か
り
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
代
を
変
え
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

  

自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力

本
部
の
廣
政
良
藏
さ
ん
に

今
の
災
害
の
傾
向
を
伺
っ

た
。 廣

政
さ
ん
は
一
般
曹
候

補
生
と
な
り
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
被
害
を
直
接
受

け
て
自
衛
隊
を
続
け
る
決

意
を
し
た
そ
う
だ
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
の
頃

自
衛
隊
に
な
か
っ
た
警
察

権
の
改
善
、
陸
海
空
軍
の

協
働
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

な
ど
災
害
救
助
の
面
で
良

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
そ
う
だ
。
実
際
に
昨
年
の

能
登
半
島
地
震
で
も
船
や
ヘ

リ
を
活
用
し
て
迅
速
な
救
助

を
可
能
に
し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
一
方
で
、
自
衛
隊
に

志
願
す
る
人
が
少
な
く
、
交

代
制
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。 

「
災
害
が
少
な
く
比
較
的

安
全
な
滋
賀
県
だ
が
手
を
抜

く
こ
と
な
く
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
た
。 

常識のアップグレード in しが防災フェア 2025 

８
月
８
日
、
県
庁
に
て
防
災
フ
ェ
ア
２
０
２
５
が
開
催
さ
れ

た
。
大
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
防
災
意
識
の
向
上
と
最
新
の
防

災
の
現
状
を
知
る
た
め
取
材
し
た
。 

今
こ
そ
、
「
や
さ
し
い
日
本
語
」 

 
 

 

災
害
時
の
多
文
化
を
考
え
る 

自
衛
隊
の
目
に
う
つ
る
今 

 
 

 

被
災
地
支
援
の
今
昔 

 

 
 

成安造形大学の学生の方々が防災ボードゲームを企画

されていた。 
 ゲーム内容はゴールを目指 

しながら避難所生活で直面す 

る課題に向き合ってポイント 
を集めるすごろく形式。 

普段から環境についてなど 
の社会問題に関するワークシ 
ョップをされているそうだ。今 

回の企画は子どもたちとつくり 

あげることをコンセプトに大学 

生自ら運営されていた。子どもたちの防災への理解を深

めるためにポップにライトになるようにしたそうだ。 
 ところで膳所高生も「伝える」立場に回るべきではな

いだろうか。講演会や研修など受動的であることに主体

的になっているのではないかと私は思う。確かに教えて
もらい新たな知見を得ることも大切だが、知見を与える
側としてのアクションも大切なのではないだろうか。 

楽しく、「伝える」 
成安造形大学の工夫 被災エリアに 

通信を 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
、
緊
急

時
に
電
力
供
給
や
通
信
の
復
旧

を
実
施
。
ア
ン
テ
ナ
に
よ
っ
て

救
済
エ
リ
ア
の
調
整
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震

で
も
出
動
し
た
。
災
害
時
だ
け

で
な
く
万
博
や
花
火
大
会
で
の

混
雑
で
も
大
活
躍
し
て
い
る
。 

▲部員（右）の質問に答えるブリッキーさん
（左）とソウザさん（中央） 

▲被災地支援について語る廣政さん（右） 

▲ゲームの課題は実際
の避難所で起こった問
題なのだそうだ。 
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今こそ、膳所高生の防災 
 

我
々
の
た
め
の
備
え 

膳
所
高
校
の
備
え
は
帰
宅

困
難
に
な
っ
た
我
々
生
徒
の

た
め
で
あ
る
面
が
大
き
い
。

膳
所
高
校
で
は
ア
レ
ル
ゲ
ン

27

品
目
を
除
い
た
食
料
一

泊
分
が
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

備
蓄
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
テ
ン
ト
、
ガ
ス
で
動

く
発
電
機
、
扇
風
機
、
洗
剤
、

せ
っ
け
ん
、 

マ
ス
ク
、
カ
イ

ロ
な
ど
を
準
備
し
て
い
る
。

最
近
で
は
「
災
害
時
非
常
用

ト
イ
レ
」
を
い
ち
は
や
く
設

置
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
防
災
備
蓄

倉
庫
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
２
つ

あ
り
、
一
方
は
備
品
や
物
資

を
保
管
し
て
い
る
倉
庫
、
も

う
一
方
は
食
料
を
保
管
し
て

い
る
倉
庫
で
あ
る
。 

膳
所
高
校
は
あ
ま
り
過
去

に
大
き
な
被
害
に
あ
っ
た
こ

と
は
な
い
が
、
地
震
・
台
風
・ 

竜
巻
な
ど
の
災
害
が
想
定
さ

れ
る
。
地
形
上
大
き
な
災
害

が
少
な
い
滋
賀
県
の
高
校
で

あ
る
が
、
い
つ
何
が
起
こ
っ

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
。 

 

防
災
フ
ェ
ア
か
ら
若
者
へ
の
防
災
意
識
の
低
さ
を
実
感
し

た
。
高
校
生
の
現
在
だ
か
ら
こ
そ
今
一
度
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 ▶

食
料
を
保
管
し
て
い
る
倉
庫 

▶
備
品
や
物
品
保
管

さ
れ
て
い
る
倉
庫 

向
き
合
う 

高
校
側
が
備
え
を
用
意
し
て

い
る
の
だ
か
ら
我
々
生
徒
側
も

当
然
備
え
を
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
非
常
用
持
ち
出
し
袋
の

準
備
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確

認
、
家
具
等
の
固
定
。
何
を
す
れ

ば
よ
い
か
は
分
か
っ
て
い
る
の

に
実
際
に
行
動
に
移
せ
て
い
な

い
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

当
然
災
害
は
な
か
な
か
予
想

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
突
然
起
こ

る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
災
害
が

起
こ
っ
た
時
に
「
す
れ
ば
よ
か
っ

た
」
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
手
遅

れ
で
あ
り
、
意
味
が
な
い
。
い
つ

ま
で
高
校
側
や
国
に
頼
り
き
っ

て
い
る
の
か
。
自
分
自
身
の
こ
と

は
自
分
で
守
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

災
害
が
少
な
い
滋
賀
県
で
も
大

き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
今
こ

そ
、
今
一
度
自
分
自
身
の
防
災
に

つ
い
て
考
え
直
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。 

 

▲防災備蓄倉庫に保管されている備品や物品 

◀
防
災
備
蓄
倉
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
る
食
料
や
水 
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校
長
先
生
に
避
難
所
と
し

て
の
膳
所
高
校
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。 

避
難
所
と
し
て
の
膳
所
高 

膳
所
高
校
は
確
か
に
避
難

所
で
あ
る
が
、
敷
地
内
全
て

が
避
難
所
で
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
有
事
の
時
は
体
育
館

と
武
道
場
が
、
避
難
者
が
多

く
な
っ
た
時
教
室
が
避
難
所

と
し
て
開
放
さ
れ
る
。 

ま
た
、
県
立
の
高
校
は
避

難
所
と
し
て
の
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
本 

校
も
冷
暖
房
の
管
理
や
ト
イ

レ
の
整
備
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ

る
。
現
状
は
近
隣
の
小
中
学

校
へ
の
避
難
が
中
心
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◀
避
難
所
に
想
定
さ
れ
る

体
育
館(

上)

と
武
道
場(

下) 

膳所高校の防災の現状について語る校長先生▶ 

 

 

「
地
域
と
共
に
」 

で
は
、膳
所
高
校
は
災
害
へ

の
備
え
を
す
る
必
要
は
な
い

の
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
前
面
の
よ
う
に
帰

宅
困
難
と
な
っ
た
際
の
我
々

の
た
め
に
も
災
害
対
策
は
必

要
で
あ
る
。し
か
し
膳
所
高
校

が
避
難
所
で
あ
り
、災
害
へ
の

備
え
を
怠
ら
な
い
こ
と
に
は

別
の
意
味
が
あ
る
。 

 

地
域
に
果
た
す
役
割
の
一

つ
と
し
て
本
校
は
避
難
所
に

な
っ
て
い
る
。
本
校
は
地
域
の

方
々
の
協
働
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。だ

か
ら
こ
そ
、こ
の
地
域
の
方
々

の
あ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
膳

所
高
校
も
必
要
な
の
で
あ
る

と
校
長
先
生
は
語
っ
て
い
た
。 

 

オープンスクール開催！ 

▲Open!ZEZE High,2025 の様子 

８
月

20

日(

水
）・
21

日(

木)

に

O
p

en
!Z

E
Z

E
 H

ig
h

,2
0

2
5

が
開
催

さ
れ
、
の
べ
１
５
６
６
人
の
中
学
３

年
生
と
保
護
者
が
参
加
し
た
。
例
年

は
夏
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
た
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
今
年
は
夏
の
み

の
開
催
と
し
た
。
参
加
者
の
内
５
７

２
人
が
体
験
授
業
に
も
参
加
し
た
。 

 

今
ご
ろ
受
験
生
は
受
験
勉
強
に

励
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
年
度

か
ら
入
試
方
法
が
変
わ
る
が
、
そ
ん

な
中
で
も
入
試
本
番
で
自
分
の
力

を
精
一
杯
発
揮
し
て
、
悔
い
の
残
ら

な
い
結
果
を
掴
み
と
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
だ
。 

 

２日間でのべ１５６６人参加 
 

膳所高の現状とこれから 
学校防災を再考する 
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